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      色彩の心理イメージ効果
一 縞の2色 の組合せとイメージの関係一

山根 力*・ 増 田 稔*・ 仲 村 匡司*

       Effects of Colors on Psychological Images 
—Relation between Psychological Images and 

            the Combinations of Two Colors in Stripes—

Chikara YAMANE * , Minoru MASUDA and Masashi NAKAMURA *

 どの よ うな色 の 組合せ の縞 が 「派 手 な」 お よび 「感 じの よい」 イメー ジ を与 えるの か を調 査 し、 これ らのイ メー ジ と色彩 の物 理

量(L㌔ α事,ゲ)の 間 に どの ような関係 が あ るのか を検討 した。 ア ンケー トに は21色 の組 合せ によって 生 じる2色 縞 の うち、108

種類 の 縞 を用 い た。一 般 に、 縞 を構 成 す る2色 の間 の色 差(△E')が 大 きけ れば 大 きいほ ど、 「派手 な」 イ メー ジ を与 え た。 ま

た、明度(L')お よび彩度(Cつ が と もに大 きい鮮 やか な黄色 が含 まれ てい る場 合 には 、2色 間 の色 差 に関係 な く 「派手 な」 イ

メー ジ となった。 一方 、 木材 色 に近 い色 彩 で構成 され る縞 は 「派手 な」 イメー ジ を与 え に くい こ とが明 らか とな った。 「感 じの よ

い」 イメー ジ は被 験 者 の好 み に左右 され、 個 人差 が 大 きか っ た。 しか しなが ら白の 含 まれ て い る縞 は、 一般 に 「感 じの よい 」 イ

メージ を与 え、一方 、黒 の含 まれる縞 は 「感 じの よい」 イメ ー ジを与 え ない傾 向が み られ た。

キ ーワー ド:心 理 イメ ー ジ、 色彩 、縞 、木材 色

What kind of color combination in stripes gives us  'showy' or 'agreeable' image? To make it clear the relation between physical 
values (CIE L *  a* b  *) of color combination of stripes and psychological images, questionnaires using 108 stripes were distributed 
to 30 subjects. These stripes were consisted of two-color combination of 21 different colors. The stripes were vertical and each color 
line has 4 mm width. Size of stripe specimens was 70 mm (vertical) X 100 mm (horizontal) . Results of questionnaires were as fol-
lows:  l 'Showy' image was strongly given with increase of color difference  Q E* in stripes.  0  In addition to this, stripes including 
bright yellow color [both high lightness  (L*) and high chromaticness  (G*)] gave 'showy' image.  On the other hand, stripes con-
sisted of woody color (YR) did not give 'showy' image.  ®  Color of stripes judged to be 'agreeable' varied with subjects depending on 
their personality. ® Stripes including white generally gave 'agreeable' images, but stripes including black did not give 'agreeable' 

 image. 
Key words: psychological image, color, stripes, color of wood

1.緒 言

 人が外界か ら取 り入れ る情報の多 くは視覚的情報であ

る。それ らは単 に情報 として認識 されるだけではな く、

その結果 として、私たちに様々な反応や感情 を引 き起 こ

す。それゆえ、配色 とイメージに関 して、配色例 を示す

カラーコーデ ィネーション ・ハ ンドブックといった書物

が一般向けに最近 よく売 られている。 しか しなが ら、配

色 とイメージの関係 を科学的、数量的に扱 う試みは必ず

しも多 くはない。色彩の物理量 とイメージの関係 につい

ては、例 えば納谷i)、 佐藤2)の ほか、千々岩、塚 田ら

が紹介3-6)し ている研究があるが、色彩 の物理量 とイ

メージの関係が十分明 らかになっているわけではない。

特に、2色 以上の配色 とイメージの関係 については、未

だ科学的 に数式化 されているとはいえない。

 ところで、日常生活の様々な場面で目にする木材は、
一般的に心地 よい

、落ち着 く、なごむといった好 ましい

イメージを与 えるとされている。木 目模様の何がこのよ

うなイメージを与 えるのか、テクスチャ(質 感)す なわ

ち細胞構造によって形成されるミクロな光沢か、それ と

も年輪パ ターン(模 様)か 、あるいは色彩か。いずれ も

が関与 している ものと考 えられるが7)、 本研究では、

年輪 によって形成 される縞模様 に着 目 し、 カラー コー

デ ィネー トの観点か ら、木材色に限 らず様 々な色の組み

合わせ によって作 られる2色 縞の物理量 とイメージの関

係 を究明することを試みた。
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 調査 したイメージは、「感 じのよい」 と、「落 ち着 きの

あ る」の反対 に位置する 「派手な」の2つ に絞 り、これ

らのイメージと相関の高い物理量 は何かを探 しだ し、そ

の法則性 を究明する ことを試 みた。 また、その結果 よ

り、木材に見 られる組み合わせが、多 くの色の組み合わ

せ の中で どのようなイメージに位置するかを探 った。

2.実 験方法

2.1 2色 縞試片の作製

 縞 を構成す る色彩 を、Y (黄)の 色相の中か ら明度 と

彩 度 の異 な る3色 、 ま た、YR(黄 赤)、 R(赤)、 G

(緑)、B(青)の 色相からそれぞれ4色 ずつ を選び、そ

れ らに白 と黒 を加えて全21色 を代 表的色彩 として選ん

だ。これ らの色彩 をC'L率 平面上にプロッ トし、Fig.1

に、また、ゴ ガ平面上にプロッ トし、Fig.2に 示す。 こ

れ らの21色 相互の組合せのうち108の 組合せを選び出 し、

2色 縞試 片 を作 製 した。作 製 には画像 ソフ トウェ ア

Paint Shop Pro (Ver.4.0、 JASC)を 使用 し、出力 には

ビデオプリンタ(三 菱CP2000)を 使用 した。 ビデオプ

リンタに よって出力 した2色 縞 を厚 さ5mmの 片面糊付

きスチロールパネル(ダ ウ加工製 ウッドラックパネル)

に張 り付 け、イメージ調査用の試片 とした。試片の大 き

さは約100皿m×70mm、 縞の幅 と間隔 はどちらも4mm

(等幅、等間隔)で あ った。測色色差計(Z-1001DP型 、

日本電色工業製)を 使用 して、測定孔径10mmで 各試片

を構成する色彩(五 寧、a、 ゲ)を 測定 した。

2.2ア ンケー ト調査

 被験者 は男性15名 、女性15名 の計30名 であ り、年齢 は

男性女性 と もに大学生 を中心 とす る20歳 代前後であっ

た。実施場所 は京都大学農学部の会議室、演習室及び、

学生実験室であり、実施時間については特 に限定 してい

な いが、 日 中 と夜 間、 それ ぞ れ に お い て、 照 度 計

(AUTO METER皿 、 ミノルタ)を 参考 に、 ブライ ン ド

や暗幕で明るさの調整 を行った。

 アンケー ト調査は 「感 じのよい」、「派手 な」の2つ の

イメージについて行 った。本研究では試片の数が108あ

るので、一対比較法は不可能であ り、また、いわゆる7

段階評価法では最初 と最後で基準が変動す る可能性があ

る。そこで、8段 階山分け法 でア ンケー ト調査 を行 っ

た。すなわち、すべての試片 をあるイメージの強い もの

と弱いものにまず2つ に分け、 さらにこの2つ に分けら

れた ものをそれぞれ2つ に分 ける。これを繰 り返す こと

によって、あるイメージに関 して試片 を8段 階に分けて

もらうのである。なお、各段階に含まれる試片の数 は多
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少 の 幅(11～16)を 持 っ て も よい こ と に した 。

2.3 結果の集計

 各被験 者が判断 した結果 を基 に、最 もイメージの高

かった山に含まれるパ ネルに対 して8点 を、以下山毎 に

順次1点 刻みで点 を下げてゆ き、最 もイメージの低い と

判断 された山にあるパ ネルには1点 を与えた。全被験者
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に対 して各試片の得 た得点の平均値 雪 を求め、 これを

原点0に 設定するために4.5を 引 き、その値 を全試片の

平均標準偏差6で 除 し、基準化得点Tkを 得 た8)。 つま

り、f番 目のパ ネルの基準化得点%は 次式 で与 えられ

る 。

Tti-4.5

丁腕=    
6

3.結 果と考察

 Fig.3に 「派 手 な」 イメー ジ及 び 「感 じの よい」 イ

メージの強かった縞 を上位 より12ずつ、また木材色に近

い色合いとした縞 をすべて示す。 この木材色 に近い色合

いを持つ縞 とは、色相がYR系 の12試 片で、 これ らの試

片のイメージが全体の中で どのように位置づけ られるか

についても検討 した。なお、Fig.3お よびそれ以降で示

している図表は、被験者全体で集計 した結果 に基づいて

いる。

3.1 「派手な」イメージ

 それぞれの試片の 「派手 な」に関する基準化得点 をも

とに、種々の物理量 との相関関係 を調べた(Table l)。

基準化得点 と最 も相関の高かった物理量は2色 縞の色差

△E*で あ り、相関係数はo.80で あった(Fig.4)。

 色相 がY (黄)で 、彩度の高 い色が含 まれている試

片は 「派手な」イメージを与えた。この試片をYHと し

てFig.4中 に■で示す。 このこ とはまた、2色 間の△b*

が大 きいと 「派手な」イメージを与えると考 えることも

で きる。一方、木材色に近い色 で構成 される縞は 「派手

な」 イメージ を与え に くいこ とがFig.4よ りわか る。

「派手 な」 の心理量Hを △E*と △b*を 用 いて予測す る

重回帰式は

H=0.03760E'‐0.01210b"‐1.98
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で 表 す こ とが で き、 重 相 関係 数 は0.84で あ っ た 。

3.2 「感 じのよい」イメージ

 「感 じのよい」 イメージの基準化得点 と種 々の物理量

との相 関係数 をTable 1に示 した。最 も 「感 じの よい」

イメージと相関の高かったのは、2色 縞 として組み合わ

せ た2色 の うち ガ 値の高い方(がhiと す る)で あっ

た。Fig.5に 示すように、その相関係数は0.78で ある。

 縞の片方に白が含 まれている場合には、全般に基準化

得点が正の値、すなわち 「感 じのよい」 イメージを与え

てお り、逆に縞の片方に黒が含 まれている場合には基準

化得点が負の値 となった。なお、白 と黒の組み合わせの

縞は基準化得点が正の値であった。この こ とか ら白が

「感 じの よい」 イメージを与 えるのに大 きな影響 を及ぼ

Table      1心 理 イ メ ー ジ と代 表 的 な 物 理 量 と の 相 関 係 数

Correlation coefficients between psychological images and physical values.

∠ α* ∠]b* ∠c・ ∠】E・ ∠」五* aH" L*hi

「派 手 な 」'showy'

「感 じ の よ い 」'agreeable'

0.464   0.451   0.372   0.804

-0 .108   0.006   0.080   0.037

0.536

0.246

0.343

-0 .021

0.222

0.777

L`nt:縞 の2色 の う ち 高 い 方 のL*値

  Higher L"value in each stripe two colors.
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していることがわかる。

 白と同様 にC'値 がそれほ ど高 くな く、かつ 五零値の高

い色であるYRH(L*=32.58、 C*ニ84.37)が 含 まれてい

る縞 も、ほぼすべ て正の基準化得点 をとっていた。 この

理由はYRHが 白に近い色であったため と考 えられる。

 木材色の組み合 わせ については、Fig.5の ○ プロッ ト

からも明らかなように、「派手な」 イメージに比べて得

点にばらつ きが見 られた。 このうち、基準化得点が正で

あったのはYRHの 含 まれる縞のみであった。

 「感 じの よい」イメージにおいて全体的 にばらつ きが

大 きかったのは、「派手な」 イメー ジとは異な り 「感 じ

のよい」 イメージでは被験者個人間の好みの相違が大 き

く反映 され、そのために生 じた結果 と考 えられる。ある

被験者 は 「派手ではない ものが感 じのよい ものだ。」 と

述べ、またある被験者は 「派手なのが感 じよい ものだと
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思っている。」 と述べ たことからもわかるよ うに、全 く

逆になって しまうような場合 もあ り、物理量 との関係 を

包括的 にま とめる ことは困難であ った。む しろ、「感 じ

のよい」イメージに基づ くアンケー ト調査 を色彩の好 み

の似た被験者群 に被験者 をグループ分けする、すなわち

人の分類 に応用することが考えられ る。
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